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1) 第 2 次世界大戦
2) 戦後

















ノfー・ブラザーズ社 (Haw Par Brothers (Private) Limited) は，第 2 次世界大戦への突入以
来，大きな変遷をたどっていった。本稿では，支那事変の勃発から現在に至るまで，同社がど
のような変遷を経て，ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル社 (Haw Par Brothers Interｭ
national Ltd.) となっていったのかを明らかにしたい。そしてその変容を通じて，シンァゲポー
(1) 拙稿「ホーパー・ブラザーズ社の成立一一戦前期の東南アジアにおける華僑の企業者活重か一一」
『産研論集.! (札幌大学経営学部附属産業経営研究所)第四号 (1998年)， 15-28。及び岩崎育夫『シ







1) 第 2 次世界大戦





げた。 1938年 8 月 1 日香港で『星島日報j (Si昭 Tao Jih Pao) という新聞を発刊した。 1939年






香港に発つ前，弟のオー・アンバー (Aw Boon Par) [胡文豹]はブンホーに戦争が来るかも
知れないから今は行かないでくれと懇願していた。しかしブンホーは「私たちは恐怖から逃れ
ることはできない。 J r恐れることなんかない。J と香港に来ていた。
12月 25 日香港は日本軍に占領された。同日 1 台のセダンが邸宅に到着し，プンホーは連行さ




( 2 ) 同社の研究史については，拙稿「ホーパー・ブラザーズ社の成立J ， 15，注( 2 )参照のこと。 1998
年同社はホーパ一社 (Haw Par Corporation) と社名変更した。東洋経済新報社編『アジア会社
四季報j 1999年版(東洋経済新報社， 1998年)， 624。
(3) Sam King , Tiger Balm King: The L約 And Times 01 Aw Boon Haw (Times Books Interｭ
national : Singapore , 1992) , 6. 
(4) Tiger Balm , 323-324. 
(5) Tiger Balm , 6-7. 小林英夫・柴田善雅『日本軍政下の香港.1 (社会評論社， 1996年)， 26。闘瞳
雄『日佑期的香港J (香港三聯書店， 1993年)，邦訳，林道生訳，小林英夫解題『日本占領下の香
港j (御茶の水書房， 1995年)， 33-34。
(6) Ti許r Balm , 8-10, 328. r軍政下の香港.1 28。日本側の文献では， r軍政下の香港J 40-41，そ
して『占領下の香港』では小林英夫氏は<解題>243で， 12月 25 日にオー・ブンホー[胡文虎]を
捕えたとしており ， Tiger Balm , 8には，降伏の翌日としてあるが，降伏当日に捕捉したとした。
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同じく 12月 8 日早朝に飛来した爆撃機によって空襲が始まったシンyゲポールに，現在のマレ
ーシアのコタ・パルとタイ南部のパタニとシンゴラに上陸した日本軍が迫っていた。ブンホー
が合流するまでシンガポールを離れないと拒否していたブンパーも， 12月 25 日香港が陥落する
と，ビルマへの避難に同意した。オ一家の大部分の者はブンパーと共にビルマへ船で、避難した
が，ブンホーの第 3 夫人オーイ・ゲアクチア (Ooi Geak Cheah) と第 4 夫人クー・シューエン
(Khoo Siew Eng) そしてその子供たちは，シンガポールに残留した。ブンパーの第 2 夫人の





た。日本軍は， 1942年 2 月 1 日前日に爆破されたマレ一半島とシンガポールを結ぶコーズウェ
イを越えて，砲撃を開始した。 2 月 14 日ブンホーの邸宅のホワイトハウスの庭に砲弾が落ち，
第 3 夫人の第 2 子オー・ジーホー (Aw Jee Haw) [胡二虎]が従兄弟と共に死去した。 2 月 15
日シンガポールのイギリス軍は降伏した。食糧事情や医療事情も悪化し，同じくこの年ブンホ
ーの第 4 夫人の第 2 子オー・サーホー (Aw Sar Haw) [胡三虎]がコレラで亡くなった。ラン
グーンに避難していたブンパーも，気力を失くし健康を害していたが，イギリス軍がビルマを
奪回した後，適切な医療を受けることなく 1944年 9 月 7 日死去した。同年アンバーの第 1 夫人








介石 (Chiang Kai Shek) の写真が飾ってあったし，日本人の賓客が訪問した時にも，何故そ
( 7 ) Singapore Heritage Society ed. , Lee Geok Boi , SYONAN: SINGAPORE UNDER THE 
JAPANESE (Singapore Heritage Society , 1992) ，邦訳，越田稜・新田準訳『シンヌゲポール 近
い昔の話 1942-1945一一日本軍占領下の人びとと暮らし.! (凱風社， 1996年)， 51-52, 59-60, 66。
Tiger Balm , 325-326 , 345-346. 
( 8 ) r シンカ。ポール 占領下.! 67-68 , 81-83 , 86-870 Tiger Balm , 326-327 , 329 , 331 , 37l. 
( 9 ) Tiger Balm , 328 , 330. 黄文雄『中国富豪列伝.! (経営評論社， 1979年)， 320。林浩著，藤村久
雄訳『アジアの世紀の鍵を握る客家の原像.! (中央公論社， 1996年)， 336-3370 r 占領下の香港』
82-850 r軍政下の香港.! 43-44, 55, 78。
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の写真が掲げられているのかと尋ねられて， I もし中国と和平を話し合いたいのなら， (f鬼イ品政
権の) ~王精衛 (Wang Ching Wei)ではなく，彼と彼の政府が話し合うべき人たちである。 J と
答えていた。
そしてブンホーは香港で、頑張った。 1942年 2 月 15 日磯谷廉介が香港占領地総督部総督として
着任し，本格的な占領政策が始まった。占領が始まるとブンホーは『星島日報j を『香島日報』























(10) Tiger Balm , 328 , 330-33l. 
(11) Tiger Balm , 329. r 占領下の香港j 82-83, 86 , 162-1640 r軍政下の香港j71一72 ， 78-79 , 294-
2950 
(12) r 占領下の香港j 115-122 , 151-152 , 159-1600 r軍政下の香港j 268-2710 Tiger Balm , 328-329. 






















dard) を 1949年 5 月 9 日に発刊し，またシンガポールでも同様に英字新聞，シンガポール・ス
タンダード紙 (Singapore Standard) を 1950年 7 月 3 日に発刊した。これは主として英語で教
育を受けた華人を読者対象としていた。香港では戦後，華字紙を再び『星島日報j (Sing Tao 
Jih Pao) と名前を元に戻し刊行していたが，両紙は共にワンチャイ通りの同じ印刷機械で刷ら
れていた。またシンガポールでは，戦時中は日本軍によって接収され，その設備を使って『昭
南日報』が出されていたが，戦後は再ぴその設備が戻り，戦前と同様に『星洲日報j (Sin Chew 
Jit Poh) を復刊していた。そしてブンホーは流入して来る現金を使って，庶民のための銀行，
崇僑銀行 (Chung Khiaw Bank) を 1950年 2 月 4 日開設した。華人の商人が預金に来，銀行は
資金を他の者に貸付けた。経営方針はしっかりとしたもので，資金を社内留保20%，株式投資
20%，担保付貸付40%，無担保貸付20%に配分することとしていた。銀行もまた成功であった。
しかしまた新たな時代が近付こうとしていた。 1949年10月 1 日中国本土で，中華人民共和国
(14) 1i留er Balm , 335. 
(15) 1i留er Balm , 335-336. 
(16) Tiger Balm , 336 , 339-340. 
(17) Tiger Balm , 340-341 , 343-346. rシンガポールの華人系企業集団j 1140 r富豪列伝j 3180 Lynn 
Pan , Sons 0/ the Yellow Emperor: The Story 0/ Overseas Chinese (Martin Secker & 
Warburg Ltd. , 1990) ，邦訳，片柳和子訳『華人の歴史j (みすず書房， 1995年)， 216。
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が成立し， 1950年 5 月 16 日国民党政府は台湾へ撤退した。新政府は，中国本土のタイガーパー
ムの全ての資産と工場を没収した。
3. 第 2 世代の時代
1) 息子たちと娘
ブンホーには 4 人の妻との聞に 9 人の子供が，そしてブンパーには 3 人の妻との聞に 4 人の
子供がいたが，その複雑さと数の多さの故，事業の継承は複雑なものとなっていた。プンホー
には第 1 夫人と第 2 夫人の聞に各々 2 人ずつの子供がおり，いずれも養子であったが，第 1 夫
人との第 1 子オー・コウ (Aw Kow) [胡蚊]はプンホーの親戚からの養子であり，第 2 子オー・
スワン (Aw Swan) はメイドとブンホーの聞にできた子であった。そしてブンパーの第 2 夫人
(19) 
の第 1 子チェンフの夫， リー・チーシャンが，オ一家の事業に携わっていた。
戦後の多くの事業は，そうした第 2 世代の者たちによって担われてもいた。オー・コウが『星
洲日報』を任され，ブンホーの第 2 夫人との第 1 子，オー・ホー (Aw Hoe) が『ホンコン・
スタンダードJ と『星島日報』の総支配人を， リー・チーシャンがタイガーパーム等の医薬品









と『星洲日報』を運ぶため， 2 機の DC-3 ダコタ機がチャーターされていたが， 1951年 1 月 13 日






務を務めていた。そしてブンホーの第 2 夫人の第 2 子，オー・シアン (Aw Sian) [胡仙]が『ホ
ンコン・スタンダード』と『星島日報』を任された。オー・シアンがうまく経営するのを見て，
(18) Tiger Balm , 340 , 346. 
(19) Tiger Balm , 47-50 , 89-90 , 345-346 , 370-371. 
(20) Tiger Balm , 341 , 343 , 345-350. 

































(1931- )女; 5 才の時，薬の小売店の子を養子;在香港
(1908- ) 1924年結婚














出所: Sam King，刀:gerBalm Ki昭 (Times Books International: Singapore , 1992) , 370-371 等から作成。
ブンホーはまだ20才で学校を出たばかりのブンパーの第 3 夫人の第 1 子オー・チエンタイク













(22) Tiger Balm , 355-359. 




しかしブンホーは胃に常に痛みを感じるようになっていた。ブンホーは1954年 7 月 16 日アメ
リカに向けて飛び、立った。ボストンの病院に入院し，胃の大部分を切り取った。手術から 3 週
間後の 8 月 20 日退院し，ニューヨーク，サンフランシスコ，ホノルル経由で帰国の途についた。
しかし各地で，中国系の人々が歓迎会を催した。ホノルル到着後も歓迎会が催されたが，到着
後 2 日目に下腹部に鋭い痛みを感じ， 8 月 29 日大手術となり，危機的状況を乗り越えた後，ホ
















1959年に客家のリー・クアンユー (Lee Kuan Yew) [李光耀]率いる人民行動党が総選挙で圧





(24) Tiger Balm , 360. 
(25) Tiger Balm , 361-365. 
(26) Ti旨er Balm , 367. 
(27) Banyan Productions Pte Ltd. , PRELIMINARY STUDY ON TIGER BALM AND AW 
FAMILY (November , 1981) , 15 , 18 , 37. 







1969年チェンチャイは，ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル社 (Haw Par Brothers 












ニュース)合同会社 (Sin Poh (Star News) Amalgamated Ltd.) ，オーノfーシース・チャイ
ニーズ・バンキング社 (Overseas Chinese Banking Corporation) [華僑銀行]の300万株強の
持株も含まれていた。ホーパー・ブラザーズ(香港)杜 (Haw Par Brothers (Hong Kong) 
Limited) は，全額出資の子会社を台湾とタイに所有していたが，同社も新会社の傘下となっ
た。





(29) PRELIMINARY STUDY, 18 ， 38. 清水洋・平川均『からゆきさんと経済進出.J(コモンズ， 1998 
年) 246-247。高木桂蔵『客家j (講談社， 1991年)， 91-960 r シンガポールの華人系企業集団j 4-
5。
(30) Haw Par Brothers International Limited , Legend jシ-om a Jar: The Story 01 Haω Par (Haw 
Par Brothers International Limited , 1994) , 6. rシンガポールの華人系企業集団j 40 PRELIMIｭ
NARY STUDY, 15 , 18 , 38. 
(31) PRELIMINARY STUDY, 15 , 18. Tiger Balm , 367. 
(32) Haw Par Brothers International Ltd. , Annual Rψort 1969, 5, 14. Tiger Balm , 367. 本稿
では，特に指摘のない限り， ドルはシンガポール・ドルのことを指す。
(33) “ Financial Section ," 2 in The Straits Times , June 7, 1971 , filed in PRELIMINARY 




銀行及ぴ子持ちの現金で、 126 万 2122 ドルと，多額の現金・預貯金を抱えていた。そしてそのお
金で， 70 年代のシンガポールの拡大の時期に， r発展に貢献する役割を果たすJ 望みを持ってい
た。
しかし株式を公開して，最初の結果は失望するものであった。多額の手元流動性を持ってい
たが，株価は低迷した。 1970年額面 1 ドルの株価は額面割れし，同年の同社の最低株価は
















そして決定的となったドラッグ・ハウジーズ・オブ・オーストラリア社 (Drug Houses of 
Australia Limited. 以下DHA と略記)とジャック・チア(Jack Chia) グループとの提携で
あった。 1970年 9 月から始まった交渉により， 3 社は 2 つの合弁事業を行なうこととなった。
1 つは 3 社が均等に 331/3 ノ f一セントずつを出資するドラッグ・ハウジーズ・オブ・オーストラ
リア(アジア)プライベート社 (Drug Houses of Australia (Asia) Private Limited) の設立
であり， もう 1 つがDHA とジャク・チアが香港に50パーセントずつ出資して設立したドラッ
グ・ハウス・オーノfーシース社 (Drug House Üverseas) が 33 1/3 ノ f一セント，ホーノfー・ブ
ラザーズ・インターナショナル社が 662/3 ノ f一セント出資するホーパー薬品会社 (Haw Par 
(34) Annual Rゆort， 1969, 5 , 8. 
(35) “ Financial Section , " 2 in The Straits Times , June 7 , 1971. Tiger Balm , 367. 
(36) Annual Report 1969, 5. 
(37) Annual Rゆort 1969, 5. 
- 10 ー
タイガーパームの瓦解と再生






カー証券 (Slater Walker Securities) にホーノfー・ブラザーズ・インターナショナル社の株式










インターナショナル社と関係を持つため， 1970 年 4 月 DHA をオースティム社の 100パーセン
ト所有の完全子会社とした。そしてDHAを通じてホーパー・ブラザーズ・インターナショナ




の株を買い続けた。 1970年 9 月には 1 株60セントであったのが，最後 1 ドル70セントまで上が
っていた。
1971年 6 月 3 B ，スレイター・ウォーカー証券はホーパー・ブラザーズ・インターナショナ
ル社の買収の声明を出した。同日，スレイター・ウォーカー証券側はD.E. オグルヴィ・ワト
ソン (D. E. Ogilvy Watson) 以下 5 名の取締役を任命した。 6 月 4 日買収は公表され， 6 月 8
日オー・チェンチャイとスレイター・ウォーカー証券の秘密裡に行なわれていた協議はこの日
(38) Annual Rゆort 1969, 5. “ Financial Section , " 1 inThe Straits Times , June 7, 1971.“Hon 
tels of bank men's threats ," The Strait Times , August 3 , 1971 , n. p. , filed in PRELIMIｭ
NARY STUDY, 30. 実際には，ホーパー薬品会社は設立されなかった。
(39) Tiger Balm , 368. '‘Hon tells ," The Strait Times , August 3 , 1971. 
(40) “ Financial Section , " 1-2 in The Straits Times , June 7, 1971. 




6 月 11 日ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル社の取締役会が聞かれた。 5 名のスレ
イター・ウォーカー証券側の代表を紹介され，オー・コウは「これら外国人は，我々の会議で
一体何をしようというんだ。」とビルマ語でチェンチャイに詰問した。取締役会では，それまで






でもないと考えた。ずっと崇僑銀行の専務であったリー・チーシャンは， 6 月 1 日に銀行の「終
身頭取J とされ，同行の副会長と経営委員会委員長に任命されていたが，彼も強く買収に反対
した。しかし彼はオ一家の姓ではなかったので，取締役会の中にはいなかった。












6 月 17 日夜，全ての取引は完了した。ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル社が所有
していた崇僑銀行の株式の49.8パーセントが2200万ドルでUOB に売却され，星洲日報等を支
配しているシンポー(スター・ニュース)合同会社の50パーセントの持株をオ一家が所有する
(42) Tiger Balm , 368. “ Financial Section ," 1 in The Straiお Times， June 7, 1971.“Hon tells , " 
The Straits Times , August 3 , 1971. Legend, 6. 
(43) PRELIMINARY STUDY, 19-20. Tiger Balm , 368. Annual Report 1969, 1; 1970, 2. 
Legend, 5-6. 
(44) PRELIMINARY STUDY, 19-20 , 22 , 26. 
(45) PRELIMINARY STUDY, 20-21 , 23-24. “ Hon tells ," The Straits Times , August 3, 1971. 










イは旅行した。サンチャゴに着いてすぐ，シンガポールのホン・スイセン (Hon Sui Sen) 大











1 月 1 日同社とジャッグ・チア・グループにより 50パーセントずつ所有されるホーパー・イン
アントン・プライベート社 (Haw Par Eng Aun Tong Private Limited) (シンガポール)と









(46) The Straits Times , June 18 , 1971 , l. Annual Rゆort 1970, 4-5. 
(47) PRELIMINARY STUDY, 24-25. Annual Rゅort 1971 , 10. “ Hon tells , " The Straits Times , 
August 3, 1971. Legend, 9. 
(48) Annual Rゆort 1971 , 6-8 , 18 , 22; 1978, 6; 1980, 22; 1992, 48. 
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れた。 1971年12月 31 日をもって，医薬品事業部の全ての活動は止まった。
売却で得た金で，主たる事業が投資銀行業となったホーパー・ブラザーズ・インターナショ
ナル社は，以後積極的な企業買収を開始した。 1971年末には同社は連結財務諸表で資本剰余金
として1325万4674 ドルを抱え，短期預金に2712万6736 ドルも預けていた。同年末の 5 社の子会
社と 6 社の関連会社及び営業投資から， 1972年末，子会社13社(全額出資)，関連会社 8 社， 1973
年末，全額出資の子会社18社，一部所有の子会社モーター&ゼネラル証券引受投資持株会社
(Motor & General Underwriters Investment Holdings Limited) (グループ所有50.38%)
の全額出資子会社13社， 90%出資 1 社，同じく一部所有の子会社スレイター・ウォーカー証券
(香港)社 (Slater Walker Securities (Hong Kong) Limited) (グループ所有70.5%) の全
額出資子会社25社， 86%出資 1 社， 53%出資 1 社， 51%出資 1 社，関連会社(持株20%以上で
取締役派遣) 10社，そして1974年末，全額出資の子会社73社， 90%出資 1 社， 75%出資 1 社，





ーカー証券側は，それと同時に高額の配当を始め， 1971年には7.5% ， 1972年には10%プラス持
株 4 株に対し 1 株の特別配当株を発行した。この10%配当と 4 株に 1 株のボーナス配当は翌年
も， 1974年も続いた。この過程で総発行株数は， 1971 年末の 3300 万株から， 1972年末 4766万
4198株， 1973年末6918万9078株， 1974年末 1 億681万1718株へと上昇し，オー・コウの株式買い
戻しを無効にすると共に，スレイター・ウォーカー側も多数の配当株を得た。崩壊の過程の中
で，スレイター・ウォーカー証券側は，香港に設立したスパイダー証券 (Spydar Securities 
(49) Annual Rゆort 1970, 4 ; 19史上 6; 1980, 22. 
(50) AnnzωIRゆort 19刀， 6 , 8. 
(51) Annual Rψort 1971 , 4, 12-13 , 19 , 22; 1972, 23; 1973, 43; 1974, 36-37. 
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1972年12月 31 日年度末……'41 ， 755 ， 000 ドル
1973年12月 31 日年度末....・ H ・ '19 ， 066 ， 000 ドル
1974年12月 31 日年度末....・ H ・. 4 ， 723 ， 000 ドル
公表通りでは
13 ， 682 ， 000 ドノレ
20 ， 748 ， 000 ドル
(53) 
16 ， 900 ， 000 ド 1レ
すなわち， 1972年末には過小に公表し，差額を吸い上げ， 1973年末には実際よりも少し多く公
表し， 1974年末には実際よりはるかに多くの利益が上がっていると公表し，配当を多く受け取
ったのである。こうした不正は， 1975年 5 月 29 日ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル
杜がマレーシアの上場会社ペルナス社 (Pemas Berhad) と合併すると発表され，ホーパーがマ
レーシアの国営企業とも関係があるペルナス社の支配下に置かれることとなり，シンガポール
政府が同年 7 月検査官 2 名を派遣し，調査させた結果，明らかにされた。
同月専務であるオグルヴィ・ワトソンは辞任し， 10月には政府が提起したヒューム・インダ




れ戻され， 1979年11月， 6 ヶ月の懲役の判決を受けた。またホーパー・ブラザーズ・インター




いくつかの大株主と毎年の様に変わる経営者を経て， 1 つに収束して行った。 1974年に R.C.
ターリングが会長を辞職すると， 7 月の時点で 131/2% ずつ同社の株式を取得していた投資信
(52) Legend, 8-9. Ann仰IRゆort 1971 , 4 , 10 , 17; 1972, 5, 11-13 , 21; 1973, 4, 6, 12-13 , 
37; 1974, 4, 15-17 , 29 ; 1975, 11 , 44. オー・コウは，ブンホーとブンパーを尊敬していた華人
社会の人々から勧められて，ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル社の支配権を再び獲得
しようと努め，多額の資金が費やされたが，結局あきらめた。 PRELIMINARY STUDY, 25. 
(53) Annual Rゆort 1975, 14. 
(54) Legend, 8-9. Annual Rゆort 1975, 3, 14-15. John Tan,“The Haw Par Judgement ," 
Business Times , March 11 , 1978. 実際には，ペルナス社との合併は実現しなかった。
(55) Legend, 9, 11. AnnzωIRゆort 1975, 11 , 15-16 , 26 , 40-41 , 47. 
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託会社，アイボリー&サイム社(Ivory & Sime) とチャーター・コンソリデイテッド社 (Charter
Consolidated Limited) から，上級パートナーの J .G. S. ガメル(J. G. S. Gammell)と J.
N. クラーク(J. N. Clarke) が取締役に招かれ，ガメルが会長となった。しかし子会社が数が
多過ぎ，運転資金に窮し， 1975年関係の深い崇僑銀行と同行を買収して系列銀行にしたUOB
(大華銀行)から 3000万ドルを融資してもらい， UOBのウィー・チョーヤオ (Wee Cho Yaw) 
[貰祖耀]が取締役に任命された。この年アイボリー&サイム社は同社の株をアトランティッ
ク資産信託会社 (Atlantic Assets Trust Ltd) へ売却し，会長も政府が提起したマイケル・ファ
ムが就任した。 1976年 9 月には元ランク・レジャー・サービス社 (Rank Leisure Service) の
ジョージ・コリン・マグナス (George Colin Magnus) が華々しく月額 2 万ドルで専務に就任
した。 1977年には，チャーター・コンソリデイテッド社を支配下に置く香港上海銀行 (Hongkong
and Shanghai Bank) はアトランティック資産信託会社の所有株をほぽ買い，合計で25.86%の
*ーノfー・ブラザーズ・インターナショナル社の株式2767万86株を所有していた。そして 1 月
1 日付けで 3 名の新取締役が選任された。 3 月には， 1975年10月以来会長をしていたマイケル・
ファムが辞任し，会長は不在となった。そして年初に30万株所有していたウィー・チョーヤオ
は，同年末には138万6000株， 1978年末1100万株， 1979年末には2186万株を所有し，支配株合計











のは， 1975年にシンガポールで 7 社，マレーシアで 3 杜，香港で19社，フィリピンで 1 社， 1977 
年新たにシンガポールで 1 社であった。そして休眠した子会社の清算が始まり， 1977年香港で
13社， 1978年香港で 6 社，シンガポールで 1 社， 1979年シンガポールで 3 社，香港で 1 社が清
算され，イギリスで 2 社が・清算に入った。
(56) Annual Rゆort 1974, 5, 36-37; 1975, 3, 6-7 , 9-10; 1977, 2, 8, 26; 1978, 2-3 , 9, 25 ; 
1979, 3, 18 , 34. Legend, 24. “ Judgement ," Business Times , March 11 , 1978. 
(57) Annual Rゅort 1973, 6-10; 1974, 4, 12; 1975, 48-49; 197久 3-5 ， 9, 23-24: 1978, 5, 








表で資本剰余金に対して1420万1501 ドルの利益を計上し， 2712万6736 ドルの短期預金を流動資
産に持っていた。(利益1420万1501 ドルに対し，費用等を控除した1325万4674 ドルがこの年の資
本剰余金となった。) 1972 年投資を開始し，同年末関連会社の上場株の取得原価 4024 万 6601 ド
ル(時価8964万2041 ドル) ，未上場その他投資を含めた取得原価5093万6699 ドル(時価 1 億4148
万1786 ドル)が， 1973年末関連会社の上場株の取得原価 1 億5265万1395 ドル(時価 1 億2720万
7385 ドル) ，その他会社を含めた上場株の取得原価 2 億3571万9001 ドル(時価 1 億7929万4609 ド
ル) ，未上場株その他を含めた取得原価 2 億4543万3945 ドル(時価 2 億87万8077 ドル)となり，
1973年その他会社の上場株が4210万5516 ドル分減価償却された。 1974年末関連会社の上場株の
取得原価プラス取得後留保利益合計総額 1 億5439万9000 ドル(時価7368万8000 ドル) ，未上場を
含めた取得原価プラス取得後留保利益合計額 1 億6088万4000 ドル(時価8017万3000 ドル) ，その
他投資の上場株の取得原価1656万7000 ドル(時価629万8000 ドル)のうち730万1000 ドル分を減
価償却したが，その他投資の未上場株その他を含めた取得原価は 1 億7506万2000 ドル(時価9526
万7000 ドル)であり，投資の破綻は明らかであった。
1975年末，ホーパー・ブラザーズ・インターナショナル社は連結財務諸表の税引後の非経常
項目加減後で2843万4247 ドルの赤字となり，以後1978年末まで 4 年間赤字は続き無配当となっ
た。 1976年末4819万7000 ドル， 1977年末312万5000 ドルの赤字となり， 1978年は税引後の非経常






には，ロンドン錫会社 (London Tin Corporation Limited) の株の30%，アイランド・アンド・
ペニンシュラ開発会社(Island and Peninsular Development Berhad. 以下 I&P と略記。)
の32%，食用油製品(マレーシア)会社(Edible Oi1 Products (Malaysia) Bhd.) の29%，ジ
ャック・チアーMPH社 Oack Chia-MPH Limited) の21% ， リー・カーシン(Li Ka -shing) 
[李嘉誠]率いる長江実業 (Cheung Kong (Holdings) Limited) の25% を所有していた。ま
(58) Annual Rゆort 1969, 11 ; 1970, 16 ; 1971 , 12-13 , 15 ,17 ; 1972, 23 ; 1973, 40 ; 1974, 32. 
(59) Annual Re.ρort 1975, 4 , 32 ; 1977, 12 ; 1978, 3 , 14 , 18. 
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ずロンドン錫会社の株が1976年 6 月全株売却され，帳簿価格より 1142万4072 ドルの欠損を出し
たが約5000万ドルの現金を手にし，主として借入の返済に使われた。 1977年 3 月ジャック・チ
ア-MPHの持株がほぽ帳簿価格と同額の437万5000 ドルで売却され， 12月には食用油製品(マ
レーシア)会社も 78万7500マレーシアドルで売却され，帳簿価格より少し利益が生じた。 1978
年11月 I&Pの全株を売却し， 3030万ドルの現金を子にし， 1490万ドルの利益を得，同 9 月長
江実業の1876万株の持株のうち， 1376万株を売却し， 6050万ドルを子にし， 2240万ドルの利益
を得た。この残りの持株500万株に対し， 1979年 5 月 5 株に対し 1 株のボーナス配当と 1 株当た
り 28香港セントの配当が付き，そして 600万株になった持株に 9 月に 18香港セントの配当が付
いた。 1980年 5 月 70万株を売却し， 833万6000 ドルを手にし， 670万4000 ドルの利益を得たが，








を含めた1975年末の総額6128万2000 ドルのうち， 5893万9376 ドルの減額を 1977年 6 月 29 日株主
特別総会で提案し，その額を1976年12月 31 日付けの同社の損益勘定の累積純欠損の償却に用い
ようとした。同株主総会で承認されたが， 1977年11月 8 日シンガポール高等裁判所で同社の株
式額面超過金勘定の減額は却下された。同社は上訴し， 1978年 4 月 26 日最高裁判所で承認され
た。そして同社は1977年勘定で同社・同グループの株式額面超過金勘定から減額し，同額を利
益剰余金に入れ，累損を償却した。
そして1978年 I&P と長江実業の株を売却して得た9080万ドルを使って， 1973年ロンドン錫
会社の株を取得した時新たに創立したホーパー(ロンドン)社 (Haw Par (London) Limited) 
を通じて発行した転換・償還保証優先株を，全て償還または市中の市場から購入し，累積優先
株をシンガポール証券取引所の株式相場表から 1979年 1 月 2 日除去した。そしてホーパー(ロ
ンドン)社は休眠会社となった。こうして最大の赤字子会社が消えた。
そしてこの1979年同社は名実共に黒字となり， 5 年振りに 7%の配当をした。この年 6 月に
(60) Annual Rゆort 1974, 6, 8, 27; 1975, 4-5 , 47; 197久 5; 1978, 3, 8; 1979, 16. Haw Par 
(London) Limited , Annual Rゆort 1976, 3. 
(61) Haw Par Brothers Interhational Limited , Annual Rゆort 1972, 11 , 21 ; 1973, 11 , 37-38 ; 
1974, 13 , 29-30 ; 1975, 9, 42 ; 1977, 7, 18; 1978, 9, 19. “ ludgement ," Business Times , 
March 11 , 1978. 











1972年 3 月「ダブル・ライオンJ (Double Lion) の商標を持つ薬用油， ["クワンルーン・オイルJ
(K wan Loong Oil) [均隆騒風油]を生産・販売し香港に上場していたクワンルーン(香港)
社 (Kwan Loong & Company (Hong Kong) Limited) の株の70% を取得し，世界中での「ダ
ブル・ライオン」の商標権を購入した。そしてタイガーパームと同様に， 2 社の合弁会社に1972
年 7 月 1 日から 20年間の製品の製造，マーケテイング，流通の特許使用権を，タイガーパームと
同ーのテリトリーで年間最低150万香港ドルを保証することで供与した。また1974年初め， DH
A(アジア)社の持株比率を 331/3% から 662/3% に上げ，そして合弁会社のテリトリー以外の





合弁会社が設立されて以来，合弁会社 2 社の専務と最高経営責任者 (C E 0) はジャック・
チアであり，彼が実質的な責任者となり，この 2 社を運営していたが，この事業を運営して行
くうちにタイガーパーム自体を手に入れょっとした。ホーパー・ブラザーズ・インターナショ
ナル社は，スレイター・ウォーカー証券の時代， 1973年にジャック・チア MPH社の株21% を
(63) Annual Rゆort 1979, 3 , 17-18 , 27. 売却された香港のタイガーパーム・ガーデンは，その後
オー・ブンホーの娘で現在も『星島日報』を発行しているオー・シアンが買い戻したが，香港の
中国復帰後のメディアの淘汰の中で，新聞社の経営悪化のため， 1998年末現在売却の予定である。
『日本経済新聞.1 1998年 6 月 22 日， 15面; 1998年12月 22 日， 9 面。 j持仲勲『世界経済の覇者 華
人経営者の素顔.1 (時事通信社， 1995年)， 134-1350 
(64) Annual Reρort 19乞1 ， 5-7 ; 1972, 5 ; 1973, 9 ; 1974, 10 ; 1975, 5-6 ; 1977, 3 ; 1978, 6 ; 
1992, 11 , 48. クワンルーン(香港)社は， 1973年スレイター・ウォーカー証券(香港)杜 (Slater
Walker Securities (Hong Kong) Limited) と名称が変更され，更に1974年 5 月 31 臼ホーパー・
ブラザーズ・インターナショナル(香港)社 (Haw Par Brothers International (H. K.) Limited) 







行株数の8.37%) ， 1981年末2299万6442株(発行株数の18.51%) を保有した。ホンリヨン (Hong
Leong) [豊隆]グループが同社の株式の7.71%を既に取得したと発表，思惑買いが一気に浮上
した。三者による戦いがメディアに大きく取り上げられたが， UOBの完全所有子会社，ユナ
イテッド・オーバーシース証券 (UnitedOverseas Securities) が同社の1412万5000株を取得す
ると共に， 1981年 6 月 3 日残りの全ての株式に対して 1 株 4 ドルの現金による公開買付けを行
ない，ウィー・チョーヤオ率いる UOB側は， 1980年末の2200万株(発行株数の17.71%) から，
持株を30%強に引き上げることに成功した。 1981年末のUOB側の持株は， 3800万株(発行株
数の30.59%) であり，同年末のホンリヨン・グループの持株は， 890万7500株(発行株数の7.17
%)だった。同グループは， 1984年 4 月 6 日付で1068万9000株， 1985年 3 月 29 日付で1130万9000
株， 1986年 3 月 29 日付で1164万9500株と持株を増加させ，同時期ジャック・チアも 1982年末2383









の下にある DHA (アジア)社の最高経営責任者 (C EO) となったサイア・スウケーの下，
更に拡大が図られ， 1983年までには処方薬の鎮痛・解熱薬( 2 種類) ，胃制酸薬(3 )，抗生剤(3 ), 
けいれん
下痢止薬( 2 )，制吐剤(2 )，抗ヒスタミン薬(2 )，塵撃止薬(3 )，食欲増進剤(1 )，コルチコ




(65) A仰仰IRゆort 1973, 7, 43 ; 1975, 5-6 ; 1977, 5, 10-11 ; 1980, 41 ; 1981 , 4, 33 ; 1982, 
33 ; 1983, 31 ; 1984, 32 ; 1985, 43. Legend, 10 , 26-27. r シンガポールの華人系企業集団.149。
(66) Annual Rゆort 1979, 7, 18 , 32 ; 1980, 16; 1981 , 14; 1983, 12 , 15. Tiger Medicals 
Limited , Annual Re~ρrt 1995, 4-5. Legend, 32-33. 
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業所を設立し， 1982年 9 月龍角散を供給業者として， 日本でも発売した。同年アメリカでのタ
イガーパームに対する消費者意識を高めるため「タイガーパーム・ウィメンズ・テニス・クラ




















パームの販売は成功であった。そして 8 月第 1 回タイガーパーム国際会議が， 13 ヶ国から 29名
の流通業者の代表を招いて，かつてのオー・ブンパーのシンガポールの邸宅で、あったタイガー
ノfーム・ガーデン(当時。現在のホーパー・ヴィラ)で開催された。年末にはシンガポール航
空 (Singapore Airlines) の機内販売で，限られたルートでタイガーパームが販売され始めたが，
翌年には全ての国際線， 37 ヶ国の52都市に及ぶ機内で販売されるようになった。この年には，
オーストラリアでのヨット大会， 1987アメリカズ・カップ (America's Cup) でも，アジアから
の唯一の主催者として，タイガーパームは同イベントの公式参加製品と指定された。
そして 1988年医薬品の全ての事業は，新たに設立された子会社，タイガーパーム社 (Tiger
(67) Haw Par Brothers International Limited , Annual Re.ρort 1979, 7 ; 1982, 5, 14-15 ; 1983, 
12-13 ; 1985, 20-21. Legend, 23. 




















そしてこれを実行するため，同年べイティ広告会社 (BateyAds (Pte) Ltd.) を世界中で広告・
販売促進するために任命し， 1991年 3 月ヴイックス (Vicks) 等の大衆薬で20数年働いていたA.




1991年12月 31 日， 1992年 6 月 30 日合弁契約は失効し，新しい時代が始まった。同年マレーシ
アに， 1993年インドネシア，フィリピンに， 1994年中国に新工場が建設され， 1992年10月タイ
ガーノfーム冷効ノもy プ (Tiger Medicated Plaster) が日本の帝国製薬の製造によりタイガー・
メデイカルズ社を通じてシンガポールで発売され， 1993年末タイガー・マスル・ラプ (Tiger
Musde Rub) (運動前のウォームアップ用及ぴ鎮痛剤)も発売され，ブランド拡張は進んでい
る。そしてタイガーパームは1996年 4 月末にはアジア 7 ヶ国で生産され，世界の75の国と地域
で販売されている。
(69) Legend, 28. Annual Rゆort 1988, 4, 23 , 43. Tiger Balm Limited , Annual Rゆort 1988, 
20. 
(70) Annual Rφort 1990, 13. 
(71) AnnωlRゆort 1990, 1 ,3 ,9. Legend, 32-33. A.K.ハン氏からの聴き取り， 1996年 8 月 7 日。
タイガーパーム社は， 1991年タイガー・メデイカルズ社 (TigerMedicals Ltd.) と社名変更し，同
社は更に1998年ホーパー・ヘルスケア社 (HawPar Healthcare) と社名変更した。 TigerMedicals 





























(72) Ann仰l Rゆort 1991 , 3, 5; 1992, 5, 7-9 , 34; 1993, 4, 11; 1994, 5; 1995, 14-15. 
Legend, 33. 生産国は，中国，タイ，台湾，マレーシア，シンyゲポール，インドネシア，フィリ
ピン。 Annual Reρort 1995, 14-15. 
(73) オー・イッホーは， í父は決して教育について真剣で、はなかった。……彼自身，多くの教育を受
けなかった。……だから父は，自分の子供たちについても注意を払わなかった。」と述べている。
Dato Aw , It Haw , Oral Interview Transcript , 1980 , 44 , cited in Chan Kwok Bun & Claire 
Chiang See N goh , Ste.ρρing Out: The Making 01 Chinese Entrjゆreneurs (Prentice Hall , 




















本社コーポレート・アフェアーズ・マネジャーのクリスティー・ヨン (Kristie Yeong) [楊家慧]
女史とパブリック・リレーションズ・エグゼクティブのグレース・チュア (Grace Chua) [察秀
慧]女史の御協力により可能となった。またインタビューに応じて下さったタイガー・メデイカ
ルズ社[虎転医蔚有限公司]取締役兼ゼネラル・マネジャーのA.K.ハン (A. K. Han) [輯正光]
氏にも御礼申し上げたい。ここに記して，深く感謝の意を表します。
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